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小
笠
原
村
健
康
診
断 

 

【
日
程
】 

 

《
母
島
》
11
月
20
日
（金
）、
21
日
（土
） 

 

《
父
島
》
11
月
23
日
（月
）
～
27
日
（金
） 

※
予
約
の
受
付
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
11
月
号

の
村
民
だ
よ
り
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

◎
特
定
健
診
受
診
券 

  
 

７
月
に
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、
満
40
歳
～

74
歳
の
方
で
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に
加

入
し
て
い
る
方
（企
業
〔
職
場
〕
健
診
を
受
診
し
て

い
る
方
や
、
職
域
健
診
の
対
象
者
は
除
く
）
が
小

笠
原
村
健
康
診
断
に
お
い
て
「
特
定
健
診
」
の
受

診
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
加
入
し
て
い
る
健
康

保
険
組
合
等
が
発
行
す
る
特
定
健
診
受
診
券
が
必

要
に
な
り
ま
す
。
券
が
届
い
た
ら
村
役
場
村
民
課

ま
た
は
母
島
支
所
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

【特
定
健
診
受
診
券
の
提
出
締
切
】
10
月
15
日
（木
） 

 

◎
胃
が
ん
検
診
、
婦
人
科
検
診
の
み
受
診
さ
れ
る
方 

  
 

小
笠
原
村
健
康
診
断
で
は
、「
特
定
健
診
」
の
他

に
次
の
検
診
を
実
施
し
ま
す
。 

○
胃
が
ん
検
診
（
胃
カ
メ
ラ
）･･･

40
歳
以
上 

 

○
婦
人
科
検
診
（
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
）･･･

30
歳
以
上 

 

○
結
核･

肺
が
ん
検
診
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
）･･･

40
歳
以
上 

 

○
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
（
Ｂ
型
・
Ｃ
型
）･･･
40
歳
の
方
の
み 

以
上
の
検
診
に
つ
い
て
は
、
小
笠
原
村
に
住
所

を
有
し
、
対
象
の
年
齢
の
方
で
あ
れ
ば
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
に
関
わ
ら
ず
、
ど
な
た
で
も
受
診

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 
 

た
だ
し
、
次
の
方
に
つ
い
て
は
事
前
に
村
役
場

へ
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
の
で
、
お
電
話
ま
た

は
窓
口
に
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

 

※
結
核
・
肺
が
ん
検
診
お
よ
び
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

診
は
、
申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

【
申
し
込
み
が
必
要
な
方
】 

 
 

小
笠
原
村
健
康
診
断
に
お
い
て
「
特
定
健
診
」

は
受
診
せ
ず
に
、
胃
が
ん
検
診
・
婦
人
科
検
診
の

み
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
、
国
民
健
康
保
険
以

外
の
保
険
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
～
74
歳
の
方
。 

 
 
 
 
 

 

た
だ
し
、
次
に
該
当
す
る
方
は
除
き
ま
す
。 

 

※
特
定
健
診
受
診
券
を
村
に
提
出
さ
れ
た
、
ま
た

は
提
出
予
定
の
方 

※
官
公
署
等
の
職
域
健
診
の
対
象
者 

 

【
申
込
先
】 

 

《
父
島
》
村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

《
母
島
》
母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

【
申
込
期
限
】
10
月
15
日
（木
） 

※
こ
の
申
し
込
み
は
、
問
診
票
の
作
成
を
す
る
た
め

の
も
の
で
あ
り
、
検
診
日
等
の
予
約
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
予
約
は
11
月
に
別
途
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

 
 ●

問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 

小
笠
原
村
職
員
（任
期
付
職
員
）の 

募
集
（保
育
士
） 

 

【
職
種
お
よ
び
採
用
人
員
】
保
育
士
（任
期
付
）
１
名 

【
採
用
予
定
日
】
平
成
21
年
11
月
下
旬
以
降 

【
任
期
】 

概
ね
１
年
以
上
３
年
以
内
で
、
育
児
休
業
を
取

得
す
る
職
員
の
育
児
休
業
期
間
に
応
じ
、
採
用
時

に
決
定
さ
れ
ま
す
。 

【
勤
務
場
所
】
父
島
保
育
園 

【
待
遇
】
小
笠
原
村
給
与
条
例
等
に
よ
る 

【
受
験
資
格
】 

 
 

昭
和
34
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
保
育
士

と
な
る
資
格
を
有
し
、
都
道
府
県
知
事
の
登
録
を

受
け
て
い
る
方
で
、
保
育
士
と
し
て
の
勤
務
経
験

が
通
算
で
３
年
以
上
あ
る
方 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

【
選
考
日
お
よ
び
選
考
会
場
】 

11
月
２
日
（月
）
小
笠
原
村
役
場 

【
申
込
用
紙
の
請
求
先
】
総
務
課
総
務
係 

【
申
込
締
切
】
９
月
30
日
（水
） 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

保
育
士
（非
常
勤
職
員
）募
集 

 

【
職
種
・
採
用
人
員
】
保
育
士 

１
名 

【
業
務
内
容
】
父
島
保
育
園
の
保
育
業
務 

【
採
用
予
定
日
お
よ
び
期
間
】 

10
月
１
日
～
平
成
22
年
３
月
31
日 

【
勤
務
日
時
】 

月
曜
日
～
土
曜
日 

午
前
８
時
～
午
後
５
時
30
分 

（週
30
時
間
以
内
） 

【
給
与
等
】
時
給
１
０
０
０
円 

（労
働
保
険
、
社
会
保
険 

完
備
） 

【
応
募
資
格
】 

村
内
在
住
で
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方 

【
募
集
要
項
の
配
布
】 

９
月
１
日
（火
）か
ら
村
役
場
に
て
配
布
し
ま
す
。 

【
選
考
方
法
】
面
接
試
験 

【
申
込
締
切
】
９
月
18
日
（金
） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
９
３
９ 

 

定
額
給
付
金
の
申
請
期
限 

 

小
笠
原
村
定
額
給
付
金
の
申
請
期
限
は
、
９
月 

24
日
（木
）
で
す
。 

申
請
期
限
を
過
ぎ
ま
す
と
、
定
額
給
付
金
の
受
給

を
辞
退
し
た
と
み
な
さ
れ
ま
す
の
で
、
申
請
が
お
済

み
で
な
い
方
は
、
忘
れ
ず
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 
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小笠原の花・木・鳥・魚 
花  ムニンヒメツバキ    木  タコノキ 
鳥  ハハジマメグロ      魚  アオムロ 

ﾀﾞﾑ 貯水率 

8/28 現在 

父島 

100/100 

母島 

97.8/100 

７月気象状況    （父島）

最高気温   32.2℃ 

最低気温   24.0℃ 

平均気温   28.1℃ 

平均湿度   84％ 

月降水量  150.0mm

住民基本台帳登録者数（8/1）    

             2,467 人 

             父島      母島    

  人口      2,016 人   451 人 

  世帯      1,095    236 

短期滞在者     36人       8人 

ＮＯ．５５８ 

平成 21 年(2009) 

９/１(火) 

小笠原 ―OGASAWARA－ 

村村民民だだよよりり
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新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 

 
現
在
、
全
国
で
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
感
染
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。 

感
染
の
拡
大
防
止
に
は
、
皆
様
の
意
識
を
持
っ
た

対
策
（う
が
い
、
手
洗
い
、
マ
ス
ク
着
用
等
）
が
、
大

変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。 

咳
が
あ
る
場
合
、
咳
を
す
る
時
は
他
人
か
ら
顔
を

そ
む
け
、
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
マ
ス
ク
が
無
い
場
合

は
口
元
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
で
覆
い
、
使
っ
た
テ
ィ
ッ 

                              

シ
ュ
は
密
封
し
て
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
手
を

石
け
ん
で
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。 

今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
基
礎
疾
患

（糖
尿
病
、
喘
息
等
）
を
有
す
る
方
を
中
心
に
重
篤
化

す
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
方
々
へ
の

感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
重
要
で
す
。 

急
激
な
発
熱
、
咳
等
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
疑
う

症
状
が
あ
る
場
合
、
必
ず
事
前
に
診
療
所
に
連
絡
の

上
受
診
し
、
医
師
の
診
察
を
受
け
、
指
示
に
従
っ
て

く
だ
さ
い
。 

                              

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
窓
口
等 

 

【
平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
】 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

【
平
日
午
後
５
時
～
午
前
９
時 

お
よ
び
土
、
日
、
祝
日
】 

 
 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
５
７
０
―
０
３
―
１
２
０
３ 

【
村
内
医
療
機
関
】 

 

《
父
島
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

２
―
３
８
０
０ 

 

《
母
島
》
母
島
診
療
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 

つ
い
て
い
ま
す
か
？ 

住
宅
用
火
災
警
報
器
（法
定
義
務
） 

  

消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、
住
宅
（共
同
住
宅
・
寮
を

含
む
）
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
、
村
の
火
災
予
防
条
例
で
は
そ
の
設
置
期
日
に

つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
定
め
て
い
ま
す
。 

 

平
成
18
年
６
月
１
日
よ
り
、
新
築
の
住
宅
に
つ
い

て
は
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ

れ
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住
宅
に
つ
い
て
は
、
平
成
23

年
５
月
31
日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。 

 

◎
な
ぜ
設
置
す
る
の
か
？ 

  

現
在
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
そ
の
半
数
以
上
が
高
齢
者
で
、
死
に
至
っ
た
原

因
の
約
７
割
が
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
で
は
す
で
に
住
宅
用
火
災
警

報
器
の
設
置
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
住
宅
火
災

に
よ
る
死
者
が
半
減
す
る
な
ど
の
効
果
を
上
げ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
本
で
も
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し

た
。 

 

◎
ど
ん
な
種
類
が
あ
る
の
か
？ 

  

主
に
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。 

  

                        

◎
ど
こ
に
取
り
付
け
れ
ば
よ
い
の
か
？ 

 

設
置
の
必
要
が
あ
る
部
屋
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

             

◎煙や熱を感知して、警報音や音声で火災を知らせます。 

◎寝室・廊下・階段には煙式を取り付けてください。 

台所には熱式警報機が適しています。 

◎価格はメーカー・機能により異なりますが、多くは１個５千円～１万円程度です。

台 
 

所 

居 
 

間 

屋
内
階
段 

子
供
部
屋 

寝 
 

室 

部
屋
の
種
類
等 

設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

設
置
す
る
と
よ
り
安
全
で
す 

寝
室
が
あ
る
階
の
階
段
の
上
部 

（避
難
階
は
除
く
） 

寝
室
と
し
て
使
用
す
る
場
合
は
必
要 

必
要 

設
置
す
る
必
要
の
有
無
等 
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※
な
お
、
住
宅
に
次
の
よ
う
な
設
備
が
設
置
さ
れ
て

い
る
場
合
は
免
除
さ
れ
ま
す
。 

 

○
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
備 

○
自
動
火
災
報
知
設
備 

○
住
戸
用
自
動
火
災
報
知
設
備 

 

●
問
合
せ
先 

 

総
務
課
総
務
係 

２
―
３
１
１
１ 

 

○子
の
医
療
助
成
内
容
の
拡
大 

 

平
成
21
年
10
月
以
降
の

○子
（義
務
教
育
就
学
児

医
療
助
成
制
度
）
の
助
成
の
内
容
が
次
の
よ
う
に
拡

大
さ
れ
ま
す
。 

① 

通
院
（調
剤
・
訪
問
看
護
を
除
く
）
に
つ
い
て
は

自
己
負
担
額
か
ら
一
部
負
担
金
相
当
額
（
通
院
１

回
に
つ
き
２
０
０
円
（上
限
額
））
を
控
除
し
た
額

を
助
成 

② 

入
院
に
つ
い
て
は
自
己
負
担
額
を
助
成 

③ 

高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
場
合
は
、
通
院
で

は
自
己
負
担
限
度
額
か
ら
一
部
負
担
金
相
当
額

（通
院
１
回
に
つ
き
２
０
０
円
（上
限
額
））を
控
除

し
た
額
を
、
入
院
で
は
自
己
負
担
限
度
額
を
助
成 

 

※ 

健
康
保
険
適
用
外
の
も
の
、
食
事
療
養
標
準
負

担
額
は
対
象
外
で
す
。 

※ 

対
象
者
や
所
得
制
限
、
助
成
方
法
な
ど
は
今
ま

で
ど
お
り
で
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

 

医
療
費
助
成
（
○乳
・

○子
） 

医
療
証
の
更
新
時
期
で
す 

 

○乳
・

○子
の
医
療
証
は
、
養
育
す
る
子
ど
も
が
対

象
年
齢
期
間
中
の
毎
年
10
月
１
日
に
更
新
さ
れ
ま

す
。 医

療
証
の
更
新
方
法
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。 

① 

村
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
年
齢
要
件
を
満
た
す 

対
象
者
の
世
帯
主
な
ど
に
制
度
案
内
、申
請
書（
現

況
届
）を
、
８
月
下
旬
に
発
送
し
ま
し
た
。 

② 

９
月
17
日
（木
）ま
で
に
、
①
の
申
請
書
と
次
の

添
付
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

（ア
）健
康
保
険
証
の
写
し 

（イ
）前
年
（平
成
20
年
）中
の
所
得
金
額
、
税
の

申
告
上
の
扶
養
者
数
な
ど
の
わ
か
る
書
類 

③ 

②
の
提
出
が
あ
っ
た
方
に
つ
い
て
、
所
得
要
件

な
ど
の
資
格
該
当
審
査
を
行
い
、
補
助
対
象
者
を

決
定
し
、
新
し
い
医
療
証
を
送
付
い
た
し
ま
す
。 

④ 

有
効
期
限
の
切
れ
た
医
療
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
有
効
期
限
が
過
ぎ
た
旧
医
療
証
は
、
破
棄
（個

人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
）し
て
い
た
だ
く
か
、ご
返
却
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

※ 

②
（
ア
）
は
、
国
民
健
康
保
険
以
外
の
方
、
特

に
、
加
入
す
る
健
康
保
険
が
変
わ
っ
た
方
は
、
必

ず
お
持
ち
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

②
（
イ
）
の
書
類
は
、
村
で
証
明
（発
行
）
さ
れ

る
平
成
21
年
度
課
税
証
明
書
（
手
数
料
は
無
料
で

す
。
税
務
係
窓
口
・
母
島
支
所
窓
口
に
て
、
使
用

用
途
を
伝
え
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
）、所
得
税
確

定
申
告
書
（平
成
20
年
分
）
の
写
し
（受
付
印
の
あ

る
も
の
）な
ど
で
す
。お
手
数
で
す
が
各
人
で
ご
用

意
く
だ
さ
い
。 

 
 

な
お
、
１
月
２
日
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方
な
ど

の
税
証
明
書
は
、
前
住
所
地
の
役
所
で
交
付
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
お
早
目
の
ご
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。 

 

※ 

②
の
指
定
の
日
ま
で
に
書
類
が
そ
ろ
わ
な
か
っ

た
場
合
で
も
、
更
新
に
つ
い
て
は
、
後
日
提
出
い

た
だ
け
れ
ば
審
査
を
行
い
、
日
付
を
さ
か
の
ぼ
っ

て
適
用
し
、随
時
、医
療
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。 

 
 

こ
の
場
合
、
旧
医
療
証
の
有
効
期
限
か
ら
新
し

い
医
療
証
が
交
付
さ
れ
る
ま
で
の
期
間
に
受
診
さ

れ
た
際
に
は
窓
口
で
個
人
負
担
が
生
じ
ま
す
。
医

療
証
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
ら
、
申
請
・
請
求
す
る

こ
と
に
よ
り
、
現
金
で
助
成
さ
れ
ま
す
。
領
収
証

は
申
請
に
必
要
な
の
で
必
ず
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

更
新
日
の
前
後
に
内
地
滞
在
中
な
ど
の
予
定
が

あ
る
場
合
に
は
、
お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

医
療
助
成
制
度
お
よ
び
そ
の
他
の
医
療
給
付
に

は
優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
。 

主
な
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
が
、
特
に

○子
助
成
の
拡
大
に
伴
い
、

○親
助
成
と
の
優
先
順
位
（
更
新
時
期
が
異
な
る

た
め
、
数
か
月
単
位
で
の
変
更
・
更
新
が
必
要
な

場
合
も
あ
り
ま
す
）
が
複
雑
に
な
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
注
意
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

【
医
療
助
成
制
度
の
優
先
順
位
】 

 

《

○乳
お
よ
び

○親
》

○乳
優
先 

 

※
住
民
税
の
課
税
・
非
課
税
に
関
係
な
く
優
先 

 

《

○親
お
よ
び

○子
》

○親
優
先 

※
住
民
税
非
課
税
の
場
合
） 

 

《

○親
お
よ
び

○子
》

○子
優
先 

※
住
民
税
課
税
の
場
合 

 

ま
た
、
就
学
児
童
の
学
校
管
理
下
で
の
災
害
給

付
や
学
校
保
健
法
に
基
づ
く
給
付
は
、

○子
・

○親

の
医
療
助
成
制
度
よ
り
優
先
さ
れ
ま
す
。 

学
校
管
理
下
で
の
ケ
ガ
や
要
保
護
世
帯
な
ど

の
特
定
疾
病
な
ど
の
場
合
に
は
、
医
療
費
の
給
付

が
あ
る
の
で
、
医
療
機
関
で
の
混
乱
や
二
重
に
受

給
す
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
受
診
さ
れ
る
際

に
、
医
療
助
成
制
度
の
医
療
証
を
ご
提
示
さ
れ
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
受
診
時
に
は
個
人
負
担

額
の
支
払
い
が
必
要
で
す
。 

ま
た
、
後
日
、
災
害
給
付
な
ど
の
対
象
と
な
ら

な
い
こ
と
が
確
定
し
た
場
合
に
は
、
医
療
助
成
制

度
で
申
請
・
請
求
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
負
担
分

に
つ
い
て
助
成
さ
れ
る
の
で
、
領
収
書
は
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
住
民
係 

 

２
―
３
１
１
３ 

   

国
民
年
金
に
つ
い
て 

 

◎
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
割
合
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま

し
た 

  

国
民
年
金
か
ら
支
給
さ
れ
る
基
礎
年
金
（老
齢
・
障

害
・
遺
族
）に
は
、
国
庫
負
担
（国
の
税
金
）が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
国
庫
負
担
の
割
合
が
、
法
律
改
正

に
よ
り
、
３
分
の
１
か
ら
２
分
の
１
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
法
律
改
正
に
よ
る
対
象
者
は
、
平
成
21
年
４

月
以
後
、
国
民
年
金
保
険
料
免
除
期
間
を
含
む
「
老

齢
基
礎
年
金
」
お
よ
び
「
寡
婦
年
金
」
の
受
給
者
で

す
。 ４

月
２
日
以
降
、
す
で
に
年
金
の
裁
定
が
行
わ
れ

た
対
象
者
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
険
業
務
セ
ン
タ
ー

よ
り
別
途
お
知
ら
せ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。 

※
一
部
免
除
の
期
間
は
、
一
部
納
付
分
の
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

※
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
免
除
期

間
な
ど
も
合
わ
せ
て
、
少
な
く
て
も
25
年
（３
０

０
月
）
以
上
の
期
間
が
必
要
で
す
。 

                  

免除の種類 
平成21 年3 月以前の 

支給率による参考支給額 
平成21 年4 月以後の 

支給率による参考支給額

1/4 免除 

(一部免除) 
６６０，１００円 ６９３，１００円 

半額免除 

(一部免除) 
５２８，１００円 ５９４，１００円 

3/4 免除 

(一部免除) 
３９６，１００円 ４９５，１００円 

全額免除 ２６４，０００円 ３９６，１００円 

老齢基礎年金の支給率の違いによる参考支給額の比較表 

※満額（４８０月納付）の老齢基礎年金＝７９２，１００円 

および４８０月同一免除の場合で計算 
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◎
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
業
務
に
つ
い
て
民
間 

 
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す 

 

東
京
社
会
保
険
事
務
局
で
は
、
国
民
年
金
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
方
に
対
す
る
電
話
や
文
書
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内
お
よ
び
保
険
料
の
収

納
業
務
に
つ
い
て
、民
間
委
託
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

民
間
委
託
に
あ
た
っ
て
委
託
事
業
者
に
は
、
納
付

の
案
内
に
必
要
と
な
る
国
民
年
金
保
険
料
の
未
納
情

報
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
が
、
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
や
委
託
契
約
書
等
で
、
厳
格
な
安
全
管

理
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。 

社
会
保
険
庁
が
発
行
し
た
納
付
書
を
お
持
ち
の
方

に
限
り
、
民
間
委
託
業
者
が
保
険
料
を
お
預
か
り
し

て
収
納
す
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

納
付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
か
ら
現
金
を
お
預
か

り
し
て
、
領
収
書
を
発
行
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。 

【
実
施
期
間
】 

平
成
22
年
９
月
30
日
ま
で 

【
港
社
会
保
険
事
務
所
の
委
託
事
業
者
】 

㈱
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

※
主
な
電
話
番
号
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
も
し
も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン 

国
民
年
金
窓
口
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
】 

 

《
電
話
督
励
》 

 

０
１
２
０
―
９
１
７
７
０
７ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０
―
９
６
４
４
０
３ 

※
お
客
様
に
対
し
電
話
に
よ
る
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し
ま
す
。 

 

《
オ
ー
ト
コ
ー
ル
督
励
》 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０
―
９
４
５
５
７
５ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０
―
８
９
１
０
１
０ 

※
お
客
様
に
対
し
電
話
（自
動
音
声
）に
よ
る

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
の
ご
案
内
を
し

ま
す
。 

《
戸
別
訪
問
督
励
》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

０
１
２
０
―
９
９
７
４
９
０ 

※
戸
別
訪
問
の
際
お
留
守
で
し
た
お
客
様
に

差
置
く
不
在
連
絡
票
等
に
記
載
さ
れ
て
い

る
ご
照
会
先
の
番
号
で
す
。 

《
文
書
督
励
》 

 

０
１
２
０
―
９
５
６
６
６
５ 

※
お
客
様
に
対
し
、
お
葉
書
等
の
文
書
に
よ
り

ご
案
内
を
差
し
上
げ
た
際
の
ご
照
会
先
の

番
号
で
す
。 

 

ま
た
、
戸
別
訪
問
で
国
民
年
金
保
険
料
の
お
支
払

い
を
お
願
い
す
る
際
は
、
必
ず
、 

① 

顔
写
真
入
り
の
納
付
督
励
員
証
明
書
を
提
示
し 

 

 

ま
す
。 

② 

「
東
京
社
会
保
険
事
務
局
か
ら
、
国
民
年
金
保 

 

険
料
の
収
納
業
務
を
委
託
さ
れ
て
い
る
、
㈱
も
し 

 

も
し
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
○
○
で
す
」
と
名
乗
り
ま 

 

 

す
。 

 

●
問
合
わ
せ
先 

 
 

港
社
会
保
険
事
務
所 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
４
０
１
―
３
２
１
１ 

 
 

村
民
課
住
民
係 

 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
３ 

 

村
営
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正 

 

村
営
バ
ス
は
、
９
月
１
日
（火
）
か
ら
ダ
イ
ヤ
改
正

を
行
い
ま
す
。 

新
ダ
イ
ヤ
に
つ
い
て
は
、
13
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
な
お
、
路
線
や
運
賃
に
つ
い
て
は
変
更
あ
り

ま
せ
ん
。 

 

村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 

 

※
改
正
後
の
時
刻
表
は
、
村
営
バ
ス
営
業
所
お
よ
び

村
役
場
で
配
布
い
た
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
営
バ
ス
営
業
所 

２
―
３
９
８
８ 

 
 
 
 
 
 

産
業
観
光
課 

 
 

２
―
３
１
１
４ 

 

父
島
動
物
巡
回
診
療 

 

ペ
ッ
ト
の
健
康
を
維
持
す
る
こ
と
、
む
や
み
な
繁

殖
を
抑
制
す
る
こ
と
、
周
囲
に
迷
惑
を
か
け
な
い
こ

と
な
ど
は
飼
い
主
の
責
任
で
す
。
こ
の
機
会
を
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

【
申
込
期
間
】
９
月
１
日
（火
）～
16
日
（水
） 

【
診
療
日
程
】
９
月
19
日
（土
）、
20
日
（日
） 

【
場
所
】
島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所 

【
注
意
事
項
】 

○
診
療
は
有
料
で
す
。 

○
事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
先
着
順
に
受
け

付
け
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 

野
ネ
コ
対
策
事
業 

 

野
ネ
コ
の
捕
獲
は
村
民
の
皆
様
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
っ
て
お
り
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
に
は
カ

ゴ
を
貸
し
出
し
い
た
し
ま
す
。
建
設
水
道
課
ま
た
は

母
島
支
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

【
父
島
捕
獲
集
中
期
間
】 

 
 

９
月
14
日
（月
）～
20
日
（日
） 

 

※
母
島
は
随
時 

 

●
問
合
せ
先 

 

 
 

建
設
水
道
課 

 
 
 
 
 
 

２
―
３
１
１
５ 

 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 
 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

小
笠
原
中
学
校
女
子
バ
レ
ー
部 

 
 

都
大
会
出
場
！ 

 

夏
休
み
に
開
催
さ
れ
た
東
京
都
大
会
島
し
ょ
地
区

予
選
で
、
小
笠
原
中
学
校
の
女
子
バ
レ
ー
部
は
準
優

勝
と
な
り
地
区
代
表
と
し
て
都
大
会
へ
出
場
し
ま
し

た
。 都

大
会
で
は
善
戦
む
な
し
く
初
戦
で
敗
退
と
な
り

ま
し
た
が
、
得
る
も
の
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
部
も
都
大
会
出
場
を
目
指

し
て
健
闘
い
た
し
ま
し
た
が
、
出
場
権
の
獲
得
は
今

回
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

来
年
も
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

 

小
笠
原
村
・
南
ア
ル
プ
ス
市 

中
学
生
親
善
交
流
報
告 

 

８
月
３
日
か
ら
６
日
の
４
日
間
、
小
笠
原
村
立
中

学
校
の
生
徒
13
名
で
、
小
笠
原
村
と
姉
妹
都
市
の
提

携
を
し
て
い
る
山
梨
県
南
ア
ル
プ
ス
市
を
訪
問
し
ま

し
た
。
市
内
中
学
生
と
の
交
流
や
、
南
ア
ル
プ
ス
市

の
自
然
や
文
化
に
触
れ
て
き
ま
し
た
。 

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
交
流
会
で
は
地
元
中
学
校
生

徒
の
合
唱
披
露
、
郷
土
料
理
ほ
う
と
う
作
り
等
の
歓

迎
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年
度
こ
の
事
業
で
小

笠
原
に
や
っ
て
来
た
南
ア
ル
プ
ス
市
立
中
学
校
の
生

徒
た
ち
と
の
再
会
も
果
た
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

                  

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 
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第
42
回 

小
・
中
・
高
連
合
運
動
会 

 

【
日
時
】
10
月
３
日
（土
） 

 
 
 
 
 

午
前
８
時
50
分
～
午
後
３
時 

※
雨
天
の
場
合
は
10

日
（
土
）
ま
た
は
12

日

（月
・
体
育
の
日
）に
順
延 

【
場
所
】
小
笠
原
小
・
中
学
校
校
庭 

【
一
般
参
加
種
目
】 

 

○
短
距
離
走
（１
０
０
ｍ
） 

 

○
職
場
対
抗
リ
レ
ー
（男
女
別
６
人
１
チ
ー
ム
） 

 

○
職
場
対
抗
綱
引
き
（
男
女
混
合
12
人
１
チ
ー

ム
）
※

低
女
子
１
名
登
録 

《
申
込
方
法
》 

 
 
 

教
育
委
員
会
で
配
布
し
て
い
る
申
込
用
紙
を

９
月
17
日
（木
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
が
間
に
合
わ
な
い
場
合
に
は
、
当

日
（
短
距
離
走
は
午
前
９
時
ま
で
、
リ
レ
ー
・

綱
引
き
は
午
前
９
時
30
分
ま
で
）の
受
付
も
行

い
ま
す
。 

 

《
申
込
先
》
教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

【
そ
の
他
】 

《
大
玉
送
り
》 

○
対
象
者 

小
・
中
・
高
校
生
、
地
域
の
方
々 

○
時
間 

 

午
前
10
時
45
分
ご
ろ 

《
幼
児
種
目
》 

○
対
象
者 

小
学
校
に
上
が
る
前
の
お
子
様 

○
時
間 

 

午
前
11
時
ご
ろ 

《
南
洋
踊
り
》 

○
対
象
者 

小
・
中
・
高
校
生
、
地
域
の
方
々 

○
時
間 

 

午
前
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

後 

【
注
意
事
項
】 

 

《
参
観
に
つ
い
て
》 

 
 

○
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。ま
た
、

学
校
前
・
支
庁
付
近
の
路
上
駐
車
も
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。 

 
 

○
飲
酒
に
つ
い
て
は
、
学
校
行
事
で
す
の
で
お

控
え
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
喫
煙
場
所
は
、
体
育
館
前
・
体
育
倉
庫
横
の

２
か
所
の
み
で
す
。
マ
ナ
ー
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 

《
テ
ン
ト
設
営
に
つ
い
て
》 

 
 

○
校
庭
内
に
車
両
を
乗
り
入
れ
な
い
で
く
だ
さ

い
。 

 
 

○
決
め
ら
れ
た
場
所
に
設
営
し
て
く
だ
さ
い
。

ガ
ジ
ュ
マ
ル
付
近
・
入
場
門
付
近
は
テ
ン
ト

不
可
と
な
り
ま
す
。 

 
 

○
組
み
立
て
は
、
当
日
の
午
前
７
時
か
ら
行
っ

て
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
前
日
に
搬
入
す
る
場
合
は
、
午
後
３
時
か
ら

５
時
ま
で
に
フ
ェ
ン
ス
側
に
置
い
て
く
だ

さ
い
。 

 
 

○
片
づ
け
は
、
閉
会
式
後
に
お
願
い
し
ま
す
。 

 

《
競
技
に
つ
い
て
》 

 
 

○
短
距
離
走
・
リ
レ
ー
・
綱
引
き
は
、
各
種
ス

パ
イ
ク
の
着
用
と
裸
足
で
の
参
加
を
禁
止

し
ま
す
。
ま
た
、
運
動
を
す
る
の
に
ふ
さ
わ

し
い
服
装
と
履
き
物
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 
 

○
け
が
防
止
や
熱
中
症
予
防
に
万
全
を
期
し
て

く
だ
さ
い
。 

 
 

○
綱
引
き
の
チ
ー
ム
に
は
、
必
ず
女
性
を
１
名

以
上
入
れ
て
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

 

小
笠
原
小
学
校
（松
本
） 

 
 

２
―
２
０
１
２ 

    

訓
練
の
詳
細
は
防
災
特
集
号
の
村
民
だ
よ
り
に
掲

載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

３
―
２
１
１
１ 

    

村
長
出
張
報
告 

 

【
出
張
期
間
】
７
月
31
日
～
８
月
９
日 

○
都
予
算
要
望 

○
基
地
交
付
金
要
望 

○
島
嶼
町
村
長
会
議
出
席 

○
東
京
都
簡
易
水
道
協
会
総
会
出
席 

○
都
議
会
あ
い
さ
つ
等 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
総
務
係 

 

２
―
３
１
１
１ 

     

母
島
巡
回
労
働
相
談 

  

小
笠
原
総
合
事
務
所
が
実
施
す
る
、９
月
の
「母
島

巡
回
労
働
相
談
」の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

当
日
、
都
合
が
悪
く
来
館
で
き
な
い
方
は
、
電
話

に
よ
る
相
談
も
可
能
で
す
。 

【
日
時
】
９
月
28
日
（月
） 

午
後
５
時
～
６
時 

【
場
所
】
母
島
村
民
会
館
２
階
会
議
室 

【
相
談
内
容
】 

○
労
働
条
件
（労
働
時
間
、
賃
金
、
解
雇
等
） 

○
求
人
求
職
（求
人
・
求
職
申
込
等
） 

○
労
災
保
険
（加
入
、
労
災
給
付
等
） 

○
雇
用
保
険
（加
入
、
失
業
給
付
等
） 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
２
―
２
１
０
２ 

 
小
笠
原
総
合
事
務
所 

 
 
 

 
国
有
林
課
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域 

保
全
管
理
委
員
会
の
開
催 

  

本
年
度
第
１
回
目
の
保
全
管
理
委
員
会
お
よ
び
利

用
専
門
部
会
並
び
に
住
民
報
告
会
を
次
の
日
程
で
開

催
し
ま
す
。
保
全
管
理
委
員
会
お
よ
び
利
用
専
門
部

会
は
公
開
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
傍
聴
を
希

望
さ
れ
る
方
は
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
併
せ
て
住
民
報

告
会
も
開
催
し
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

 

【
利
用
専
門
部
会
】 

《
日
時
》
９
月
26
日
（土
） 

午
後
２
時
30
分
～
３
時
45
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
保
全
管
理
委
員
会
】 

《
日
時
》
９
月
26
日
（土
） 

午
後
４
時
～
５
時
45
分 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

 

【
住
民
報
告
会
】 

《
父
島
》 

 
 

○
日
時 

９
月
26
日
（土
）
午
後
７
時
～
８
時 

 
 

○
場
所 

小
笠
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー 

《
母
島
》 

 
 

○
日
時 

９
月
27
日
（日
）
午
後
７
時
～
８
時 

 
 

○
場
所 

母
島
支
所
大
広
間 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
へ
の
入
林
受
付 

  

母
島
に
お
い
て
保
護
地
域
内
の
指
定
ル
ー
ト
を
利

用
す
る
た
め
の
簡
易
な
講
習
と
入
林
申
請
受
付
を
実

施
し
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
７
日
（月
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】 

 

①
印
鑑 

②
村
民
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
も
の
（免
許

証
、
居
住
証
明
書
な
ど
） 

③
11
枚
綴
り
の
「村
民
の
皆
様
へ
」 

※
「
村
民
の
皆
様
へ
」
に
つ
い
て
は
、
昨
年
各

家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
笠
原

村
に
新
た
に
転
入
さ
れ
た
方
に
は
、
村
役
場

村
民
課
ま
た
は
母
島
支
所
で
配
布
し
て
い

ま
す
が
、
お
持
ち
で
な
い
方
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。 



  NO．558   平成 21（2009）年 9 月 1 日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-6- 

※
父
島
に
お
い
て
は
、
電
話
で
の
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。 

昨
年
９
月
30
日
か
ら
年
間
申
請
を
さ
れ
て
い
る

方
は
、
期
間
満
了
に
伴
う
再
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
引
き
続
き
利
用
さ
れ
る
方
は
、
８
月
か
ら
随
時

受
付
を
開
始
し
て
い
ま
す
の
で
、
再
申
請
の
際
に
現

在
の
許
可
書
ま
た
は
利
用
講
習
修
了
証
を
ご
持
参
の

上
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
事
務
処
理
の
集

中
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
の
手
続
き
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。 

な
お
、
母
島
の
皆
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
９
月
７

日
（月
）に
開
催
す
る
簡
易
な
講
習
の
会
場
で
も
受
け

付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

 

◎
森
林
生
態
系
保
護
地
域
の 

利
用
講
習
会
（新
規
）の
開
催 

  

小
笠
原
村
へ
在
住
さ
れ
て
い
る
方
で
陸
域
（
国
有

林
）
を
利
用
す
る
場
合
は
、
昨
年
９
月
30
日
か
ら
所

定
の
手
続
き
（利
用
講
習
会
の
受
講
・
入
林
申
請
等
）

が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
ま
で
利
用
講
習
会
を
受
講
さ
れ
て
い
な
い
方

で
、
今
後
、
陸
域
（国
有
林
）
を
利
用
す
る
ガ
イ
ド
業

や
環
境
教
育
の
指
導
者
な
ど
を
対
象
と
し
た
利
用
講

習
会
を
10
月
上
旬
ま
た
は
中
旬
を
目
途
に
開
催
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
決
ま

り
し
だ
い
、
改
め
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
一
般
住
民
の
方
で
個
人
的
な
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
利
用
を
さ
れ
る
方
に
つ
い
て
は
、
随
時
開
催

し
て
い
ま
す
15
分
程
度
の
「
簡
易
な
講
習
」
を
受
講

し
て
く
だ
さ
い
。 

な
お
、「
簡
易
な
講
習
」
に
つ
い
て
は
、
電
話
で
の

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
総
合
事
務
所
国
有
林
課 

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
対
策
室 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２
―
２
１
０
３ 

  

東
京
都
小
笠
原
住
宅
（母
島
） 

あ
き
家
住
宅
入
居
者
募
集 

 

【
募
集
対
象
】 

９
月
１
日
現
在
、
あ
き
家
と
な
っ
て
い
る
住
宅

お
よ
び
９
月
１
日
か
ら
平
成
22
年
５
月
31
日
ま

で
に
発
生
す
る
あ
き
家
住
宅 

※
今
回
、募
集
は
母
島
の
あ
き
家
住
宅
の
み
で
す
。 

【
申
込
資
格
】 

① 

昭
和
19
年
３
月
31
日
に
小
笠
原
に
住
所
を

有
し
、
昭
和
43
年
６
月
25
日
に
小
笠
原
諸
島

以
外
の
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
方

で
、
小
笠
原
諸
島
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

② 

①
の
配
偶
者
ま
た
は
直
系
血
族
の
方
で
小
笠

原
に
永
住
を
希
望
す
る
方 

③ 

申
込
日
現
在
、小
笠
原
村
に
住
民
登
録
を
し
、

小
笠
原
村
に
居
住
し
て
い
る
方 

【
申
込
期
間
】 

 
 

９
月
８
日
（火
）
～
18
日
（金
） 

 
 

※
郵
送
の
場
合
は
18
日
（金
）の
消
印
有
効 

【
募
集
案
内
配
布
】 

 
 

９
月
８
日
か
ら
18
日
ま
で
の
間
、
「
募
集
案

内
」を
次
の
場
所
で
配
布
し
ま
す
。 

 

○
小
笠
原
支
庁
土
木
課 

 

○
小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所 

 

○
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
募
集
セ
ン
タ
ー 

 

○
総
務
局
行
政
部
振
興
企
画
課 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
支
庁
土
木
課
住
宅
係 

２
―
２
１
２
３ 

 

銃
器
に
よ
る
弟
島
の
ノ
ヤ
ギ
駆
除 

 

東
京
都
で
は
、
弟
島
の
植
生
回
復
を
図
る
た
め
、

銃
器
に
よ
る
ノ
ヤ
ギ
の
駆
除
を
行
い
ま
す
。 

 

実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
安
全
に
十
分
配
慮
い
た
し

ま
す
が
、
皆
様
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
駆
除
期

間
中
は
弟
島
お
よ
び
そ
の
沿
岸
２
０
０
ｍ
以
内
に
は

立
ち
入
ら
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
実
施
期
間
】 

 
 

９
月
26
日
（土
）～
10
月
４
日
（日
） 

 
 
 

午
前
６
時
～
午
後
３
時 

 

●
問
合
せ
先  

小
笠
原
支
庁
土
木
課
自
然
環
境
担
当 

２
―
２
１
２
３ 

動
物
愛
護
週
間 

 

９
月
20
日
（日
）～
26
日
（土
）
は
動
物
愛
護
週
間

で
す
。
動
物
は
責
任
と
愛
情
を
持
っ
て
終
世
飼
い
ま

し
ょ
う
。 

 

ま
た
、
９
月
19
日
（土
）、
20
日
（日
）
の
２
日
間
、

東
京
都
で
は
環
境
省
や
動
物
愛
護
団
体
等
と
と
も
に

「
動
物
愛
護
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
行
い

ま
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

（http://w
w
w
.fukushihoken.m

etro.tokyo.jp/inde

x.htm
l

） 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

(

社)

日
本
動
物
福
祉
協
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
５
７
４
０
―
８
８
５
６ 

東
京
都
福
祉
保
健
局
健
康
安
全
部 

 
 

環
境
衛
生
課 

０
３
―
５
３
２
０
―
４
４
１
２ 

 

秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
実
施 

  

９
月
21
日
（
月
）
か
ら
30
日
（
水
）
ま
で
の
10
日

間
「
や
さ
し
さ
が 

走
る
こ
の
島 

こ
の
道
路
」
を

小
笠
原
警
察
署
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
秋
の
全
国
安
全

運
動
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

 

運
動
の
基
本
お
よ
び
重
点
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
基
本
】
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止 

【
重
点
】 

○
夕
暮
れ
時
と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止 

○
す
べ
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底 

○
飲
酒
運
転
の
根
絶 

○
二
輪
車
の
交
事
故
防
止 

  

本
運
動
に
伴
い
、
交
通
事
故
の
防
止
と
交
通
安
全

の
普
及
を
目
指
し
て
、
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

実
施
や
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
対
す
る
安
全
対
策

と
高
齢
者
交
通
指
導
員
に
よ
る
高
齢
者
保
護
誘
導
活

動
を
行
う
ほ
か
、
学
童
を
対
象
に
保
育
施
設
お
よ
び

小
学
校
で
交
通
安
全
教
室
の
開
催
や
事
業
所
を
対
象

と
し
た
交
通
安
全
講
習
の
開
催
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
警
察
署 

 

２
―
２
１
１
０ 

 

原
付
免
許
学
科
試
験
の
実
施 

 

【
試
験
日
時
】
９
月
６
日
（日
）
午
前
９
時
～ 

【
申
込
締
切
】
９
月
４
日
（金
）
午
後
５
時 

 

※
申
込
書
は
警
察
署
に
準
備
し
て
あ
り
ま
す
。 

【
試
験
場
所
】
小
笠
原
警
察
署
２
階
講
堂 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
警
察
署
交
通
係 

 
 

２
―
２
１
１
０ 

 

海
上
保
安
署
か
ら
お
願
い 

  

船
で
海
に
出
る
際
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用

を
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。 

特
に
次
の
よ
う
な
方
は
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

○
12
歳
未
満
の
お
子
様 

○
１
人
で
漁
船
に
乗
船
し
、
仕
事
を
す
る
方 

○
水
上
オ
ー
ト
バ
イ
に
乗
船
す
る
方 

な
お
、
こ
れ
以
外
の
方
で
も
車
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

同
様
、
不
意
の
事
故
に
備
え
て
着
用
す
る
様
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
上
保
安
署
２
―
７
１
１
８ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

海
の
も
し
も
は
１
１
８
番 



  NO．558   平成 21（2009）年 9 月 1 日（火）                         編集・発行  小笠原村総務課 

-7- 

電
話
に
よ
る
無
料
法
律
相
談 

 
第
二
東
京
弁
護
士
会
主
催
の
電
話
無
料
法
律
相
談

を
島
し
ょ
部
住
民
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。 

【
相
談
内
容
】
無
料
一
般
相
談 

【
実
施
日
程
】
９
月
25
日
（金
） 

【
実
施
時
間
】
午
前
10
時
～
正
午 

（１
件
あ
た
り
概
ね
20
分
） 

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
前
日
ま
で
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

●
事
前
予
約
受
付 

 
 

第
二
東
京
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
９
２
―
１
８
５
５ 

 

●
当
日
の
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 
 
 
 

０
３
―
３
５
８
１
―
２
４
０
７ 

 

危
険
物
取
扱
者
・
消
防
設
備
士
試
験 

 

危
険
物
取
扱
者
試
験
お
よ
び
消
防
設
備
士
試
験

を
実
施
し
ま
す
。 

【
試
験
の
種
類
】 

《
危
険
物
取
扱
者
試
験
》 

○
甲
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

○
乙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

○
丙
種
危
険
物
取
扱
者
試
験 

《
消
防
設
備
士
試
験
》 

○
甲
種
消
防
設
備
士
試
験 

○
乙
種
消
防
設
備
士
試
験 

○
丙
種
消
防
設
備
士
試
験 

【
試
験
日
時
お
よ
び
会
場
】 

《
父
島
》 

10
月
22
日
（木
） 

１
回
目 

午
前
９
時
開
始 

２
回
目 

午
後
１
時
30
分
開
始 

 
 
 

小
笠
原
支
庁
大
会
議
室 

《
母
島
》 

10
月
23
日
（金
）
午
前
10
時
15
分
開
始 

 
 
 

   

小
笠
原
支
庁
母
島
出
張
所
会
議
室 

※
父
島
で
実
施
す
る
２
回
目
の
試
験
に
つ
い
て
は
、

危
険
物
取
扱
者
試
験
乙
種
第
４
類
・
丙
種
の
み
実

施
し
ま
す
。 

【
受
験
案
内
・
願
書
配
布
場
所
】 

小
笠
原
支
庁
、
母
島
出
張
所
、
村
役
場
、 

 
 

母
島
支
所 

【
申
請
期
限
】
９
月
28
日
（月
）
（消
印
有
効
） 

【
そ
の
他
】
詳
細
は
願
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 

（財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー 

中
央
試
験
セ
ン
タ
ー 

 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
６
０
―
７
７
９
８ 

 

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
（大
村
海
岸
） 

 

商
工
会
青
年
部
で
は
、
美
し
い
小
笠
原
の
自
然
を

維
持
し
て
い
く
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ビ
ー
チ
ク
リ

ー
ン
を
毎
月
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

今
月
は
、
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
を
前
に
綺
麗
な
小

笠
原
を
島
民
の
皆
さ
ん
と
観
光
客
の
方
々
に
も
楽
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
大
村
海
岸
で
行
い
ま
す
。 

７
月
に
も
大
村
海
岸
で
実
施
し
ま
し
た
が
、
８
月

の
繁
忙
期
と
荒
天
に
よ
り
、
多
く
の
ゴ
ミ
が
ま
た
溜

ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。 

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
18
日
（金
）
午
前
６
時
～
７
時
ご
ろ 

【
集
合
場
所
】
大
村
海
岸
（
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
） 

※
雨
天
の
場
合
は
中
止 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
商
工
会
青
年
部 

 

２
―
２
６
６
６ 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室
よ
り 

 

◎
都
立
中
央
・
多
摩
図
書
館
の
協
力
貸
出
サ
ー
ビ
ス 

  
 

父
島
図
書
室
に
無
い
本
を
借
り
た
い
と
き
に
申

し
込
み
が
で
き
ま
す
。
専
門
書
・
外
国
語
資
料･

児
童
青
少
年
資
料
も
あ
り
ま
す
。 

図
書
受
付
に
あ
る
「
都
立
図
書
館
協
力
貸
出
申

請
書
」
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

《
利
用
方
法
》 

父
島
図
書
室
で
は
、
毎
月
末
日
締
切
で
ま
と
め

て
申
し
込
み
ま
す
。
貸
出
予
定
は
翌
月
中
旬
ご
ろ

と
な
り
ま
す
。 

希
望
者
１
人
あ
た
り
数
冊
位
を
約
２
週
間
借
り

ら
れ
ま
す
。 

（
一
館
の
貸
出
総
数
は
50
冊
以
内
の
た
め
、
希
望

数
が
多
い
と
き
は
調
整
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。） 

※
な
お
、
貸
出
・
返
却
の
受
付
は
図
書
受
付
で
、

火
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

30
分
～
５
時
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

昨
年
度
は
４
７
７
冊
の
協
力
貸
出
を
受
け
ま
し
た
。 

※
都
立
図
書
館
に
１
冊
だ
け
し
か
所
蔵
し
な
い

貴
重
な
本
で
す
の
で
、
取
り
扱
い
に
は
特
に
ご

注
意
願
い
ま
す
。 

※
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
自
宅
か
ら
も
蔵
書
検

索
が
で
き
ま
す
。 

東
京
都
立
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://w
w
w
.library.m

etro.tokyo.jp/ 
 

◎
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
で
き
ま
す 

調
べ
た
い
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
事
が
あ
る
と
き

は
、
図
書
室
受
付
に
あ
る
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
受
付
用

紙
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

司
書
が
必
要
な
資
料
や
情
報
を
見
つ
け
る
お

手
伝
い
を
い
た
し
ま
す
。
必
要
が
あ
れ
ば
都
立
図

書
館
や
国
立
国
会
図
書
館
に
協
力
レ
フ
ァ
レ
ン

ス
の
お
願
い
を
し
ま
す
。 

回
答
に
は
、
数
日
か
ら
１
週
間
前
後
お
時
間
が

か
か
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 

※
都
立
図
書
館
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
は
ホ
ー
ム 

ペ
ー
ジ
か
ら
の
Ｅ
メ
ー
ル
や
電
話
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
。 

◆
都
立
中
央
図
書
館
電
話 

 
 
 
 
 

０
３
―
３
４
４
２
―
８
４
５
１
（代
表
） 

 

●
問
合
せ
先 

 

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
父
島
図
書
室 ２

―
２
９
１
１

村
教
育
委
員
会 

 
 
 

 
                                                                                                                                                                          

２
―
３
１
１
７ 

男
の
料
理
教
室
受
講
生
募
集 

 
 ◎

第
22
回 

ム
ロ
ア
ジ
を
料
理
す
る 

～
場
所
を
移
し
昼
食
会
を
し
ま
す
～ 

 

健
康
維
持
・
増
進
の
た
め
に
は
日
ご
ろ
の
食
習
慣

が
大
切
で
す
。 

栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
料
理
を
作
り
た
い
。
ま

た
、
料
理
好
き
だ
が
自
己
流
な
の
で
、
正
し
い
料
理

法
を
知
り
た
い
と
い
う
方
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

今
回
は
島
の
食
材
で
す
。 

※
食
材
が
手
に
入
ら
な
い
場
合
は
、
メ
ニ
ュ
ー
を
変

更
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

【
日
時
】
９
月
27
日
（日
）
午
前
９
時
～
午
後
１
時 

【
集
合
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
調
理
室 

【
募
集
人
数
】
10
名
程
度
（成
人
男
性
） 

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円
程
度
（食
材
に
よ
る
） 

【
持
ち
物
】
包
丁
、
エ
プ
ロ
ン
ま
た
は
前
掛
け
、 

 

三
角
巾
（バ
ン
ダ
ナ
・
タ
オ
ル
可
）、
飲
み
物 

【
申
込
締
切
】
９
月
18
日
（金
） 

※
先
着
順 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
村
社
会
福
祉
協
議
会  

 
 
  
 
 
 
 

２
―
２
４
８
６ 

 

島
で
あ
そ
び
隊
！ 

 

【
海
で
あ
そ
び
隊
！
】
※
抽
選 

 
 

～
海
の
生
き
物
を
観
察
し
よ
う
～ 

《
日
時
》
９
月
26
日
（土
） 

 
 
 
 
 
 

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時 

 
 

※
天
候
に
よ
っ
て
は
９
月
27
日
（日
）
に
延
期 

 

《
集
合
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
前 

 

 

《
募
集
人
数
》
20
名
（小
学
生
対
象
） 

 

《
参
加
費
》
３
０
０
円
（ワ
ー
ク
シ
ー
ト
代
含
む
） 

 

《
持
ち
物
》
弁
当
、
飲
物
、
帽
子
、
水
着
着
用
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
着
替
え 

《
主
催
》
Ｂ
Ｉ
Ｏ
、
環
境
省 

 
 
 

 

【
予
約
方
法
】 

○
用
紙
で
の
応
募
と
な
り
、
電
話
で
の
予
約
は
で

き
ま
せ
ん
。 

○
小
笠
原
小
学
校
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
申
し
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込
み
箱
を
お
き
ま
す
。 

○
参
加
者
に
は
追
っ
て
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。 

【
申
込
締
切
】
９
月
11
日
（金
） 

※
詳
細
は
、
島
で
あ
そ
び
隊
チ
ラ
シ
に
て
ご
確
認

く
だ
さ
い
。 

【
注
意
・
確
認
事
項
】 

○
行
事
保
険
（開
催
者
負
担
）に
加
入
し
て
い
ま
す
。 

○
保
険
手
続
き
の
都
合
上
、
抽
選
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。 

○
小
学
生
未
満
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。 

（保
護
者
同
伴
で
見
学
は
可
能
で
す
。） 

 

●
問
合
せ
先 

Ｂ
Ｉ
Ｏ
あ
そ
び
隊
事
務
局 

 
 
 
 
 
 
 

０
９
０
―
５
２
０
３
―
６
７
５
９ 

 

硫
黄
島
３
島
ク
ル
ー
ズ 

  

今
年
も
お
が
さ
わ
ら
丸
で
の
原
生
自
然
環
境
保
全

地
域
南
硫
黄
島
を
含
む
、
北
硫
黄
島
、
硫
黄
島
の
３

島
ク
ル
ー
ズ
を
実
施
い
た
し
ま
す
。 

島
民
の
方
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

【
日
程
】
９
月
12
日
（土
）
午
後
７
時
父
島
出
港 

～
13
日
（日
）
午
後
７
時
父
島
到
着 

【
集
合
時
間
】午
後
６
時 

二
見
港
船
客
待
合
所
集
合 

【
費
用
】大
人 

１
万
７
千
円
、学
生 

１
万
５
千
円
、 

小
人 

８
千
円
（２
等
船
室
使
用
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
８
日
（火
） 

【
注
意
事
項
】 

○
参
加
費
に
は
２
等
乗
船
料
金
、
旅
行
傷
害
保
険

料
を
含
み
ま
す
。 

○
上
級
席
希
望
の
方
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
（別
途
料
金
）。 

○
各
島
に
は
上
陸
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
船
上
か
ら

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。 

○
海
況
に
よ
り
、
行
程
を
一
部
変
更
ま
た
は
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
運
（株
）父
島
営
業
所 

２
―
２
１
１
１ 

 

                                      

     

産
科
・
婦
人
科
専
門
診
療 

 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
26
日
（土
） 

《
場
所
》
母
島
診
療
所 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
28
日
（月
） 

 
 
 
 
 
 

                                                     

29
日
（火
） 

 
 
 
 
 

10
月
１
日
（木
） 

 
 
 
 
 
 

                                                                        

２
日
（金
） 

《
場
所
》
小
笠
原
村
診
療
所 

 

※
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
予
約
の
お
電
話
ま

た
は
ご
来
院
く
だ
さ
い
。
な
お
、
予
約
は
平
日

（水
曜
日
を
除
く
）
午
後
１
時
30
分
～
５
時
の

間
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

 

午
後
外
来
実
施
日
の
変
更 

 

９
月
23
日
（水
）は
祝
日
に
あ
た
る
た
め
、
診
療
所

は
休
診
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
午
後
の
外
来
診

療
は
９
月
24
日
（木
）に
実
施
し
ま
す
。 

【
受
付
時
間
】 

午
前
８
時
30
分
～
11
時 

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分 

 

●
問
合
せ
先 
小
笠
原
村
診
療
所 

２
―
３
８
０
０ 

 
 
 
 
 
 

母
島
診
療
所 

 
 

３
―
２
１
１
５ 

   

大
腸
が
ん
検
診 

 検
体
容
器
や
質
問
票
な
ど
を
配
布
し
ま
す
の
で
、

直
接
申
し
込
み
先
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

申
し
込
み
は
、
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。 

【
対
象
者
】 

小
笠
原
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
40
歳
以
上

の
方 

【
検
査
方
法
】
検
便
に
よ
る
便
潜
血
検
査 

【
申
込
締
切
】
９
月
18
日
（金
） 

※
検
診
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
月
号
の
「
け
ん
こ

う
通
信
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 
 
 
 

村
民
課
福
祉
係 

 
 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 

母
島
支
所
庶
務
係 

 

３
―
２
１
１
１ 

                       

９月の燃料油価格変動調整金 
 

 ９月の調整金を含む運賃（旅客・貨物）は、次のとおり改定となります。

翌月以降の調整金については、直接営業所（２―２１１１）まで、お問い合

わせください。※（  ）内は変動調整額 単位：円 

伊
豆
諸
島
開
発
㈱ 

０
３
―
３
４
５
５
―
３
０
９
０

貨
物
運
賃 

１ 等  品 ８，５７２ （+508）

２  等  品 ８，０３６ （+476）

３  等  品 ７，５０１ （+445）

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下 ８５９ （+51）

０．０７５トン以下 ６４７ （+38）

は
は
じ
ま
丸 

 
 
 
 
 

 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ４，１８０ (+400) ２，０９０ (+200)

１ 等 ８，３５０ (+790) ４，１８０ (+400)

村民割引 
（往復）２等 ５，４４０ (+520) ２，７２０ (+260)

小
笠
原
海
運
㈱ 

０
３
―
３
４
５
１
―
５
１
７
１

お
が
さ
わ
ら
丸

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

等 級 大 人 小 人 

２ 等 ２２，５７０ (±0) １１，２９０ (±0)

特 ２ 等 ３３，８５０ (±0) １６，９３０ (±0)

１ 等 ４５，１４０ (±0) ２２，５７０ (±0)

特 １ 等 ５２，１９０ (±0) ２６，１００ (±0)

特 等 ５６，４９０ (±0) ２８，２５０ (±0)

２等（学割） １８，０６０ (±0) 
２等 

（身体障害者割引） １１，２９０ (±0)  ５，６５０ (±0)
村民割引 

（往復）２等 ３３，８６０ (±0) １６，９４０ (±0)

貨
物
運
賃 

１ 等  品 １５，２０４ (±0)

２  等  品 １４，１５４ (±0)

３  等  品 １３，０２０ (±0)

小口貨物 

（１口） 

０．１０トン以下  １，５２３ (±0)

０．０７５トン以下  １，１３４ (±0)
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― 村民課福祉係 ―

― 第 １１５ 号 ― 

クジラの伝言板 

 

村民課福祉係 

2－3939 

大腸がん検診を受けましょう 

悪性新生物の主な部位別死亡率（人口 10 万対の年次推移）

ががんんを知ろう vol.2 

今回は、前回に引き続き「がん」についてです。 
 

「がん」は、早期発見・治療が身を守るために大切に 

なります。 
 

今月は、「大腸がん」検診があります。そこで今回は、 

「大腸がん」とその検診についてです。 

＜便潜血検査＞ 
大腸に「がん」やポリープなどがあると出血が見られ

るため、便を調べ出血の有無を検査します。精度を上

げるため、2 日分の検査をします。 

また、この検査は簡単な上、科学的に効果があるとさ

れています。 

「大腸がん」にかかる人は、

年々増加しています。 
 

初期には自覚症状がなく、気が

つかないうちに進行している場

合が多いと言われています。 
 

しかし、早期に発見し、治療す

れば９０％以上の人が治るとも

言われています。 
 

検診を受けて、早期発見するこ

とがとても大切です。

② 

① 

③ 

④

検診内容 

【提出先】 

村民課福祉係 または 母島支所
 

【提出日】 

９月８日、15 日、22 日 

《父島》午前 11 時まで 

《母島》午前 9 時まで 

ナ
ガ
セ
ー
ル
を
の
せ
る 

 

１位 肺 

２位 胃 

３位 大腸 

 

１位 大腸 

２位 肺 

３位 胃 

大腸がん 

大腸がん 

昭和 40 年 昭和 40 年 

平成 20 年 
平成 20 年 

 

1 日目 

2 日目 

クジラ：便潜血検査は意外と簡単なんだね。 
 

保健師：そうですね。ぜひ検査してみてくださいね。そして、今月は「がん」についての

講演会を 9 月 11 日（金）に開催します。こちらのほうも、ぜひ来てください。
 

クジラ：ひとごとではないですよねぇ。。。 

① 検査セットを 村民課福祉係 または 母島支所 に取りに来る。 

※申込締切 9 月 18 日（金） 
 

「検便用器」と「ナガセール」を２つずつ袋に入れ、お渡し致します。 
 

 

※「ナガセール」は、便器の水溜部にのせる紙です。この上に排便する 

ことで簡単に便が取れます。また、そのまま流せます。 
 

 

② 便器にナガセールを敷く。 
 

 

③ 容器からスティックを抜き、便の表面をまんべんなくこすり取ります。
 

 

④ 容器にしまい、袋に入れて、なるべく冷暗所で保存してください。

便は「2 日分」とります。 
 

 

⑤ 日時を確認し、村民課福祉係 または 母島支所 に持参してください。 

便潜血検査の受け方 

便の表面をまんべん

なくこすりとる 

溝
が
埋
ま
る
く
ら
い 

男性(平成 20 年) 女性(平成 20 年) 
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乳
幼
児
健
診
・
歯
科
健
診 

 
対
象
者
の
方
に
は
、
個
別
に
通
知
い
た
し
ま
す
。 

６
歳
未
満
の
乳
幼
児
で
健
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
手
数
で
す
が
、
事
前
に
電
話
で
の
ご
予
約
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

【
対
象
者
】
３
，
４
か
月
、
６
，
７
か
月
、 

９
，
10
か
月
、
1
歳
６
か
月
、 

２
歳
６
か
月
（歯
科
健
診
の
み
）、 

３
歳
の
乳
幼
児 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
15
日
（火
） 

午
後
２
時
～
４
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
診
療
所
２
階
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
ル
ー
ム 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
18
日
（金
）
午
後
２
時
～
３
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
教
室 

 

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

【
対
象
者
】
20
歳
以
上
の
方
（医
師
か
ら
運
動
を
止

め
ら
れ
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
） 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
９
日
（水
） 

午
前
９
時
30
分
～
11
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
29
日
（火
） 

午
後
２
時
～
３
時
30
分 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
体
育
館 

【
必
要
な
も
の
】 

運
動
の
で
き
る
服
装
、
上
履
き
、
飲
み
物 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

講
演
会
の
開
催 

 

◎
が
ん
を
知
ろ
う
！ 

 

現
在
、
国
民
の
約
半
数
の
方
々
が
、
生
涯
で
「
が

ん
」
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
早
期
発
見
・

治
療
に
は
、
が
ん
検
診
が
有
効
で
す
が
、
ど
の
く
ら

い
効
果
が
あ
る
の
？ 

そ
の
検
診
は
何
を
す
る
の
？

様
々
な
疑
問
に
診
療
所
医
師
が
お
答
え
し
ま
す
。
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す 

【
父
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
11
日
（金
）
午
後
６
時
～
７
時 

 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
会
議
室 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
11
日
（金
）
午
後
７
時
～
８
時 

 
《
場
所
》
母
島
支
所
大
広
間 

【
必
要
な
も
の
】
筆
記
用
具 

【
講
師
】
診
療
所
医
師 

 

●
問
合
せ
先 
村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

子
育
て
セ
ミ
ナ
ー
開
催
！ 

 
 

 

「
レ
ッ
ツ 

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
！
音
楽
を
通
し
て
親
子

の
触
れ
合
い
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
」 

 

楽
し
い
音
楽
に
合
わ
せ
、
手
遊
び
を
し
た
り
、
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
動
い
た
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
個
別
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
、
個
別
相
談
と
も
予
約
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
セ
ミ
ナ
ー
は
各
回
定
員
10
名
と
な
り
ま

す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

【
対
象
者
】
０
歳
～
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ま
と
保
護
者 

【
母
島
】 

 

《
日
時
》
９
月
26
日
（土
） 

○
午
前
９
時
～
10
時 

（０
歳
～
１
歳
５
か
月
） 

○
午
前
10
時
10
分
～
11
時
10
分 

（１
歳
６
か
月
～
３
歳
） 

 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
音
楽
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
27
日
（日
） 

○
午
前
９
時
～
10
時 

（０
歳
～
１
歳
５
か
月
） 

○
午
前
10
時
10
分
～
11
時
10
分 

（１
歳
６
か
月
～
３
歳
） 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー 

※
個
別
相
談
は
、
申
し
込
ま
れ
た
時
点
で
日
時
を
調

整
い
た
し
ま
す
。 

【
講
師
】
藤
井
絹
枝 

（音
楽
療
法
士 

兼 

臨
床
発
達
心
理
士
） 

【
申
込
締
切
】
９
月
25
日
（金
）
午
後
５
時 

【
備
考
】
当
日
は
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。 

 

●
問
合
せ
先 

村
民
課
福
祉
係 

 

２
―
３
９
３
９ 

 
 
 
 
 
 

母
島
支
所 

 
 
 

３
―
２
１
１
１ 

 

精
神
保
健
福
祉
講
演
会
の
開
催
（父
島
） 

  

毎
年
、
精
神
保
健
福
祉
の
講
演
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。 

今
年
は
「
い
き
い
き
と
生
活
す
る
た
め
に
～
ス
ト

レ
ス
の
気
づ
き
と
対
応
法
～
」に
つ
い
て
行
い
ま
す
。 

 

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
生
活
す
る
た

め
の
ヒ
ン
ト
に
つ
い
て
の
お
話
で
す
。 

 

こ
の
機
会
に
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

【
日
時
】
９
月
14
日
（月
）
午
後
７
時
～
８
時 

【
場
所
】
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
大
会
議
室 

 
※
母
島
の
方
は
、
母
島
支
所
大
会
議
室
の
テ
レ
ビ

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。 

【
講
師
】 

 
 

東
京
都
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

 
 

田
中 

祐 
医
師 

 

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

 
 

島
し
ょ
保
健
所
小
笠
原
出
張
所
２
―
２
９
５
１ 

 

    

世
界
自
然
遺
産
の
コ
ー
ナ
ー 

 

【
平
成
21
年
度
世
界
遺
産
委
員
会
の
開
催
】 

 

平
成
21
年
６
月
22
日
～
６
月
30
日
の
間
に
ス

ペ
イ
ン
の
セ
ビ
リ
ア
で
第
33
回
世
界
遺
産
委
員
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

毎
年
１
回
開
か
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
条

約
締
結
国
か
ら
推
薦
を
受
け
て
い
る
候
補
地
の
審
査

が
行
わ
れ
、
新
し
い
遺
産
地
域
が
追
加
さ
れ
ま
す
。 

今
年
の
世
界
遺
産
委
員
会
で
は
、
新
規
登
録
候
補

が
30
件
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
（
他
に
既
存
世
界

遺
産
の
登
録
内
容
拡
張
の
申
請
が
７
件
）。ノ
ミ
ネ
ー

ト
さ
れ
た
30
件
の
内
訳
は
自
然
遺
産
が
４
件
、
文
化

遺
産
が
23
件
、
複
合
遺
産
（
自
然
＋
文
化
）
が
３
件

と
な
っ
て
お
り
、
委
員
会
で
の
審
査
の
結
果
、
新
規

に
登
録
さ
れ
た
も
の
は
文
化
遺
産
が
11
件
、
自
然
遺

産
が
２
件
の
13
件
で
、
新
た
に
追
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

し
か
し
、
昨
年
の
オ
マ
ー
ン
の
登
録
抹
消
に
続
い

て
今
年
も
ド
イ
ツ
東
部
の
ド
レ
ス
デ
ン
エ
ル
ベ
峡
谷

が
抹
消
と
な
り
、
今
回
の
新
規
登
録
を
含
め
て
現
在

の
世
界
遺
産
は
８
９
０
件
と
な
り
ま
し
た
。 

日
本
か
ら
の
申
請
は
、
上
野
に
あ
る
「
国
立
西
洋

美
術
館
の
本
館
」
を
フ
ラ
ン
ス
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ド
イ
ツ
、
ス
イ
ス
と
６
か
国
の
共
同
申

請
で
フ
ラ
ン
ス
人
建
築
家
「
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
」

が
世
界
に
残
し
た
22
の
資
産
を
一
括
し
て
推
薦
し

た
も
の
の
一
つ
と
し
て
申
請
を
し
ま
し
た
が
、
国
内

候
補
地
と
し
て
は
昨
年
の
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
に

続
く
事
実
上
の
落
選
と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
し
、「
平

泉
の
文
化
遺
産
」が
登
録
延
期
の
評
価
で
あ
っ
た
が
、

今
回
の
西
洋
美
術
館
は
「
情
報
照
会
」
と
い
う
評
価

で
「
平
泉
の
文
化
遺
産
」
よ
り
１
ラ
ン
ク
上
の
評
価

と
な
り
、
追
加
資
料
を
提
出
す
れ
ば
、
早
け
れ
ば
来
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年
に
も
登
録
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
評
価
で
し
た
。 

 【
西
洋
美
術
館
の
評
価
】 

文
化
庁
に
よ
る
と
、
今
回
の
委
員
会
で
は
登
録
を

支
持
す
る
意
見
が
大
勢
を
占
め
た
も
の
の
、
普
遍
的

な
価
値
の
証
明
な
ど
の
課
題
が
指
摘
さ
れ
、
追
加
情

報
の
提
出
を
求
め
る
「
情
報
照
会
」
の
評
価
と
な
っ

た
。
日
本
か
ら
の
国
立
西
洋
美
術
館
は
22
作
品
の
中

で
も
比
較
的
高
い
評
価
で
あ
っ
た
が
、
一
帯
に
木
が

生
い
茂
り
、
景
観
が
見
え
に
く
い
こ
と
を
改
善
す
る

べ
き
と
の
意
見
が
で
た
た
め
、今
回
の
評
価
と
な
り
、

今
後
景
観
に
配
慮
し
た
対
応
策
を
検
討
し
、
再
提
出

を
行
な
う
予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。 

 【
今
年
の
申
請
か
ら
の
教
訓
】 

平
成
21
年
度
の
登
録
か
ら
言
え
る
こ
と
は
、
遺
産

委
員
会
で
は
世
界
中
の
貴
重
な
も
の
は
す
で
に
遺
産

登
録
が
さ
れ
て
い
て
、
新
た
な
価
値
観
を
持
つ
も
の

は
少
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
薦
リ
ス
ト
か
ら

の
登
録
率
が
落
ち
て
き
て
お
り
、
昨
年
の
平
泉
に
続

い
て
連
続
し
て
登
録
が
延
期
さ
れ
た
こ
と
は
、
新
た

な
登
録
が
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
ま
す
。 

今
回
の
西
洋
美
術
館
の
評
価
で
も
、
事
前
に
諮
問

機
関
か
ら
の
審
査
内
容
は
受
け
て
い
る
中
で
石
見
銀

山
の
よ
う
に
何
と
か
な
る
の
で
は
と
申
請
し
た
結
果
、

「
情
報
照
会
」
の
評
価
と
な
り
ま
し
た
。 

小
笠
原
諸
島
も
来
年
２
月
に
推
薦
書
の
提
出
、
７

月
に
は
諮
問
機
関
の
審
査
が
入
り
、
２
年
後
の
委
員

会
で
の
登
録
可
否
決
定
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
小

笠
原
諸
島
の
申
請
に
つ
い
て
は
慎
重
を
期
す
る
た
め

今
年
度
の
９
月
に
仮
提
出
を
行
い
、
書
類
上
で
の
諮

問
機
関
の
意
見
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
２
月
の
本
提

出
に
挑
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

◎
先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
母
島
ペ
ッ
ト
飼
い
主 

の
会
「
２
９
９
（
ニ
ク
キ
ュ
ー)

の
会
」
よ
り 

 

２
９
９
の
会
は
イ
ヌ
も
ネ
コ
も
他
の
ペ
ッ
ト
も
仲

間
で
す
！ 

先
月
の
発
足
時
は
ネ
コ
の
飼
い
主
が
中
心
で
し
た

が
、
１
か
月
の
間
に
、
イ
ヌ
の
飼
い
主
さ
ん
も
一
緒

に
や
ろ
う
か
と
、
話
が
進
み
ま
し
た
。 

も
ち
ろ
ん
、
肉
球
が
な
く
て
も
、
他
の
ペ
ッ
ト
を

飼
っ
て
い
る
方
々
も
参
加
可
能
。
小
笠
原
の
よ
う
な

自
然
の
あ
る
島
で
、
野
生
動
物
も
ペ
ッ
ト
も
、
そ
の

周
り
に
い
る
人
間
も
、
み
ん
な
幸
せ
に
な
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、
情
報
交
換
や
知
恵
の
出
し

合
い
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
他
に
も
餌
や
ト
イ
レ

の
情
報
交
換
、
病
気
の
対
処
の
仕
方
な
ど
も
話
し
合

う
予
定
で
す
。
来
年
の
派
遣
診
療
に
つ
い
て
も
話
し

合
い
ま
す
。
来
月
に
は
会
員
制
度
を
作
り
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 ●
「
２
９
９
の
会
」
問
合
せ
先 

 
 

有
賀
フ
ミ
子
０
９
０
―
３
０
６
０
―
８
４
９
３ 

 
 

有
川
美
紀
子
０
９
０
―
３
５
０
２
―
８
３
５
５ 

 

●
問
合
せ
先 

総
務
課
企
画
政
策
室
２
―
３
１
１
１ 

 

グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル 

防
除
事
業
・
講
演
会 

「
べ
ん
き
ょ
う
島し

ま

専
科

せ

ん

か

？ 

～
世
界
か
ら
み
た
小
笠
原
の
生
き
も
の
～
」 

 

テ
レ
ビ
で
お
馴
染
み
の
千
石
正
一
先
生
が
小
笠
原

に
初
上
陸
！ 

世
界
中
の
島
々
を
見
て
き
た
千
石
先
生
に
小
笠
原

の
生
き
も
の
の
大
切
さ
に
つ
い
て
講
演
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
沖
縄
と

比
べ
て
、
小
笠
原
の
生
き
も
の
に
は
ど
ん
な
特
徴
、

不
思
議
な
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

島
の

生
き
も
の
の
重
要
性
、
そ
し
て
グ
リ
ー
ン
ア
ノ
ー
ル

な
ど
外
来
生
物
の
問
題
に
つ
い
て
、
み
ん
な
で
「
べ

ん
き
ょ
う
島
専
科
（し
ま
せ
ん
か
）？
」 

お
子
さ
ん
を
は
じ
め
、
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

【
母
島
】 

《
日
時
》
９
月
６
日
（日
）
午
後
７
時
〜
９
時 

《
場
所
》
母
島
小
中
学
校
交
流
室 

【
父
島
】 

《
日
時
》
９
月
７
日
（月
）
午
後
７
時
〜
９
時 

《
場
所
》
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル 

【
対
象
者
】
小
学
生
以
上 

※
お
子
さ
ん
の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！ 

【
講
師
】 

千
石
正
一 

（財
）自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
主
幹 

 

●
問
合
せ
先 

 
 

小
笠
原
自
然
保
護
官
事
務
所 

２
―
７
１
７
４ 

 
 

（財
）自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
ア
ノ
ー
ル
防
除 

 
 

担
当 

０
３
―
５
８
２
４
―
０
９
６
０
（代
表
） 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
探
検
隊 

 

第
16
回
「
北
硫
黄
島
か
ら
も
手
紙
」 

  

北
硫
黄
島
で
も
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
見
ま
し
た
。 

 

こ
の
島
で
、
ア
カ
ポ
ッ
ポ
を
見
つ
け
る
方
法
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
、
結
実
し
た
ガ
ジ
ュ
マ
ル
を
探
す

こ
と
で
す
。
き
っ
と
採
食
に
来
た
ア
カ
ポ
ッ
ポ
に
出

会
え
ま
す
。 

 

こ
の
島
に
は
ネ
ズ
ミ
が
た
く
さ
ん
お
り
、
植
物
の

種
子
を
食
べ
て
し
ま
う
た
め
、
食
物
が
不
足
し
て
い

る
よ
う
で
す
。大
量
の
実
を
付
け
る
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
、

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。 

 

一
方
で
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
外
来
種
で
す
。
樹
は
巨

大
化
し
、
周
辺
の
在
来
植
生
を
変
化
さ
せ
る
問
題
児

で
す
。
そ
の
果
実
は
、
鳥
に
好
ま
れ
、
種
子
は
あ
ち

こ
ち
に
ば
ら
ま
か
れ
ま
す
。
い
ず
れ
は
、
厳
正
に
保

全
さ
れ
て
い
る
南
硫
黄
島
に
も
運
ば
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

 

ア
カ
ポ
ッ
ポ
の
た
め
に
は
、
ガ
ジ
ュ
マ
ル
も
役
立

つ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
生
態
系
全
体
を
考
え
る
と

そ
の
増
加
は
願
い
下
げ
で
す
。
生
態
系
保
全
の
た
め

に
は
、
別
の
方
法
が
必
要
で
す
。
こ
の
場
合
は
、
ま

ず
ネ
ズ
ミ
を
排
除
し
、
十
分
な
食
物
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
大
き
く
育
っ
た
ガ
ジ
ュ
マ
ル
は
壮

観
で
す
し
、
ネ
ズ
ミ
も
そ
れ
自
体
は
愛
嬌
の
あ
る
顔

を
し
て
い
ま
す
。
で
も
、
小
笠
原
の
生
態
系
と
の
相

性
は
よ
く
な
さ
そ
う
で
す
ね
。 

 

川
上
和
人
（
森
林
総
合
研
究
所
主
任
研
究
員
） 

             

●
問
合
せ
先 

教
育
委
員
会 

 
 

２
―
３
１
１
７ 

  

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ 

 
 
 

 

協
会
（Ｏ
Ｗ
Ａ
）の
コ
ー
ナ
ー 

 

 

「
ワ
ン
ス
タ
ー
登
場
」 

  

フ
ォ
ー
ス
タ
ー
と
名
付
け
ら
れ
た
メ
ス
の
ミ
ナ
ミ

ハ
ン
ド
ウ
イ
ル
カ
。
身
体
に
付
い
た
大
き
な
４
つ
の

白
斑
が
特
徴
で
す
。
イ
ル
カ
調
査
隊
に
と
っ
て
も
お

馴
染
み
の
個
体
で
、
調
査
隊
の
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
に

な
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
Ｏ
Ｗ
Ａ
所
有
船
の
名
前
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

６
月
29
日
、
兄
島
瀬
戸
の
長
崎
付
近
で
星
型
の
傷

跡
を
持
つ
個
体
（♯
２
５
８
）
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

写
真
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
傷
跡
は
１
つ
だ
け
。

フ
ォ
ー
ス
タ
ー
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
調
査
で
は
初
め

て
確
認
さ
れ
た
個
体
で
す
。
名
前
を
付
け
る
と
し
た

ら
「
ワ
ン
ス
タ
ー
」
と
で
も
言
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。
何
故
こ
の
よ
う
な
傷
跡
に
な
っ
た
の
で
し
ょ

ア
カ
ポ
ッ
ポ 

＝
ア
カ
ガ
シ
ラ
カ
ラ
ス
バ
ト
の
愛
称 
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う
か
？ 

今
ま
で
の
調
査
で
見
逃
し
て
い
た
個
体
で

し
ょ
う
か
？ 

普
段
は
父
島
列
島
周
辺
に
い
な
い
個

体
で
し
ょ
う
か
？ 

疑
問
は
尽
き
ま
せ
ん
が
残
念
な

こ
と
に
ハ
ッ
キ
リ
し
た
こ
と
は
分
か
り
ま
せ
ん
。
目

撃
情
報
が
積
み
重
な
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
疑
問
は
解
決

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

今
後
も
様
々
な
特
徴
の
イ
ル
カ
た
ち
が
目
撃
さ
れ

る
で
し
ょ
う
。
ま
だ
見
ぬ
ツ
ー
ス
タ
ー
や
ス
リ
ー
ス

タ
ー
を
目
撃
し
た
ら
、
ぜ
ひ
Ｏ
Ｗ
Ａ
ま
で
ご
一
報
く

だ
さ
い
。 

                

●
申
込
み
・
問
合
せ
先 

小
笠
原
ホ
エ
ー
ル
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
協
会 

２
―
３
２
１
５ 

 owa@h6.dion.ne.jp 

 

海
洋
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り 

そ
の
100 

 

―
カ
メ
看
板
、
お
疲
れ
様
で
し
た
！
― 

 
 

ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
期
も
、
ほ
ぼ
終
了
。
奥
村

漁
協
ス
ロ
ー
プ
と
、
扇
浦
に
立
て
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
４
つ
の
看
板
も
お
役
目
終
了
で
す
。 

 

今
年
は
、
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
全
体
的
に
少

な
い
せ
い
も
あ
り
ま
す
が
、
道
路
に
く
り
出
し
た
カ

メ
も
少
数
で
し
た
。
カ
メ
と
車
両
の
接
触
防
止
が
目

的
の
看
板
で
し
た
が
、
日
本
初
？ 

と
い
う
こ
と
で
、

島
の
皆
さ
ん
や
観
光
客
の
方
々
が
写
真
撮
影
さ
れ
た

り
、
携
帯
で
写
メ
ー
ル
を
さ
れ
て
い
る
様
子
も
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
看
板
、
ま
た
来
年
の
産
卵
期
ま
で
一
休
み
で

す
。 

※
稚
ガ
メ
の
ふ
化
期
は
、
あ
と
数
か
月
続
き
ま
す
の

で
、
道
路
へ
の
く
り
出
し
に
は
引
き
続
き
ご
注
意

願
い
ま
す
。 

◎
湾
内
の
航
行
、
カ
メ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！  

 

沖
縄
や
諸
外
国
の
熱
帯
地
方
で
、
水
面
近
く
を
ゆ

っ
く
り
遊
泳
す
る
ジ
ュ
ゴ
ン
や
マ
ナ
テ
ィ
ー
の
背
部

に
残
る
船
の
ス
ク
リ
ュ
ー
傷
跡
や
、
そ
れ
に
接
触
す

る
こ
と
で
死
亡
し
た
事
例
は
、
数
多
く
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。 

ウ
ミ
ガ
メ
も
例
外
で
は
な
く
、
小
笠
原
で
は
産
卵

に
あ
が
っ
た
母
ガ
メ
の
背
中
に
治
癒
し
た
で
あ
ろ
う

大
き
な
傷
跡
が
あ
っ
た
り
、
致
命
傷
を
お
っ
て
い
る

も
の
や
、
海
岸
に
死
亡
漂
着
し
た
も
の
が
運
び
こ
ま

れ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

 

大
小
様
々
な
船
が
航
行
す
る
二
見
湾
内
に
も
産
卵

期
の
親
ガ
メ
に
限
ら
ず
、通
年
多
く
の
カ
メ
（ウ
ェ
ン

ト
ル
（※
））
が
生
息
し
て
い
ま
す
。
水
面
に
浮
い
て

い
る
も
の
の
、
船
が
近
く
ま
で
来
な
い
と
気
付
か
な

い
場
合
が
多
く
、
船
の
ス
ピ
ー
ド
に
よ
っ
て
は
潜
っ

て
も
間
に
合
わ
ず
事
故
に
合
う
よ
う
で
す
。
こ
の
よ

う
な
ケ
ー
ス
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
人
間
の
注
意
に
よ

り
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
協
力

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

こ
の
８
月
に
も
、
ウ
ェ
ン
ト
ル
が
青
灯
台
周
辺
の

遊
泳
区
域
に
死
亡
し
て
浮
遊
し
て
い
る
と
観
光
客
の

方
よ
り
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。駆
け
つ
け
た
時
に
は
、

自
衛
隊
の
方
向
へ
数
百
メ
ー
ト
ル
流
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
た
ま
た
ま
居
合
わ
せ
た
島
っ
子(

母
島
出
身
、

小
笠
原
高
校
２
年
生
の
Ｓ
く
ん)

の
手
に
よ
り
岸
ま

で
運
ば
れ
ま
し
た
。 

※
ウ
ェ
ン
ト
ル
（通
年
、島
周
辺
に
生
息
す
る
未
成
熟

の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
を
い
う
。
夏
場
し
か
見
ら
れ
な
い

親
ガ
メ
に
対
し
、
冬
場
で
も
見
ら
れ
る
ウ
ィ
ン
タ

ー
・
タ
ー
ト
ル
に
因
む
） 

           

●
問
合
せ
先 

小
笠
原
海
洋
セ
ン
タ
ー 

（Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

エ
バ
ー
ラ
ス
テ
ィ
ン
グ
ネ
イ
チ
ャ
ー
）
２
―
２
８
３
０ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

http://bonin-ocean.net 

           

                             

左眼上の星に注目 

カメ看板 

ウェントルを岸まで運ぶ様子 

敬老の日 

（９月２１日） 



　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【　平成２１年９月１日改正　】

行先
表示

№

① 8 00 10 10 12 10 17 10

村営バス時刻表 【乗車料金：大人 ２００円 ，小人 １００円】

停留所名（略称）

≪乗降自由乗車券≫…１日券（大人７００円、小人３５０円） ・ ２日券（大人１２００円、小人６００円） ・
 ３日券（大人１６００円、小人８００円）は、村営バス営業所若しくはバス車内でお求めいただけます。

平日は全便運行。休日（土、日、祝日）は色つきの便のみ運行します。
村 役 場 前① 8:00 10:10 12:10 17:10

② 8:00 10:10 12:10 17:10
③ 8:01 10:11 12:11 17:11
④ 8:02 10:12 12:12 17:12
⑤ 8:02 10:12 12:12 17:12
⑦ 8:03 10:13 12:13 17:13
⑥ 8:03 10:13 12:13 17:13
⑤ 8:04 10:14 12:14 17:14
④ 8:04 10:14 12:14 17:14
⑧ 8 06 10 16 12 16 17 16

村 役 場 前
青 灯 台 入 口

船 客 待 合 所

福 祉 セ ン タ ー

清 瀬 交 差 点

清 瀬 交 差 点
福 祉 セ ン タ ー

ブ
ル
ー
ラ
イ
ン
（
大

　
※
　
停
留
所

奥 村 運 動 場

奥 村

診 療 所⑧ 8:06 10:16 12:16 17:16
⑨ 8:07 10:17 12:17 17:17
⑩ 8:08 10:18 12:18 17:18
⑪ 8:09 10:19 12:19 17:19
⑩ 8:10 10:20 12:20 17:20
⑫ 8:11 10:21 12:21 17:21
⑬ 8:12 10:22 12:22 17:22
⑭ 8:13 10:23 12:23 17:23
⑮ 8:14 10:24 12:24 17:24

着 8 15 10 25 12 25 17 25
西 町

三 日 月 山 入 口

清 瀬 西

大
村
～
奥
村
循
環
線
）

所
以
外
で
も
乗
り
降
り
自
由

清 瀬

二 見 台 新 都 住

清 瀬 西

診 療 所

小 中 学 校 裏

宮 之 浜 入 口

着 8:15 10:25 12:25 17:25
発 7:05 8:15 9:15 10:25 11:25 12:30 13:30 14:40 15:40 16:25 17:25 18:15

② 7:05 8:15 9:15 10:25 11:25 12:30 13:30 14:40 15:40 16:25 17:25 18:15
③ 7:06 8:16 9:16 10:26 11:26 12:31 13:31 14:41 15:41 16:26 17:26 18:16
④ 7:07 8:17 9:17 10:27 11:27 12:32 13:32 14:42 15:42 16:27 17:27 18:17
⑤ 7:07 8:17 9:17 10:27 11:27 12:32 13:32 14:42 15:42 16:27 17:27 18:17
⑥ 7:08 8:18 9:18 10:28 11:28 12:33 13:33 14:43 15:43 16:28 17:28 18:18
⑯ 7:11 8:21 9:21 10:31 11:31 12:36 13:36 14:46 15:46 16:31 17:31 18:21
⑰ 7:14 8:24 9:24 10:34 11:34 12:39 13:39 14:49 15:49 16:34 17:34 18:24
⑱ 7 14 8 24 9 24 10 34 11 34 12 39 13 39 14 49 15 49 16 34 17 34 18 24

船 客 待 合 所

青 灯 台 入 口

境 浦

奥 村

福 祉 セ ン タ ー

清 瀬 交 差 点

扇 浦
交 流 セ タ

村役場前

扇
　
浦
　
線

　
　
　
乗
り
降
り

※
　
停
留
所
以
外

①

⑱ 7:14 8:24 9:24 10:34 11:34 12:39 13:39 14:49 15:49 16:34 17:34 18:24
⑲ 7:15 8:25 9:25 10:35 11:35 12:40 13:40 14:50 15:50 16:35 17:35 18:25
⑳ 7:20 8:30 9:30 10:40 11:40 12:45 13:45 14:55 15:55 16:40 17:40 18:30

行先
表示

№

⑳ 7:20 8:30 9:30 10:40 11:40 12:45 13:45 14:55 15:55 16:40 17:40 18:30
⑲ 7:25 8:35 9:35 10:45 11:45 12:50 13:50 15:00 16:00 16:45 17:45 18:35
⑱ 7:26 8:36 9:36 10:46 11:46 12:51 13:51 15:01 16:01 16:46 17:46 18:36
⑰ 7:26 8:36 9:36 10:46 11:46 12:51 13:51 15:01 16:01 16:46 17:46 18:36

小 港
農 業 セ ン タ ー

扇 浦

交 流 セ ン タ ー

農 業 セ ン タ ー

停留所名（略称）

小 港

交 流 セ ン タ ー

平日は全便運行。休日（土、日、祝日）は色つきの便のみ運行します。

　
　
　
　
乗
り

　
※
　
停
留
所

扇

り
自
由

外
で
も

⑯ 7:29 8:39 9:39 10:49 11:49 12:54 13:54 15:04 16:04 16:49 17:49 18:39
⑥ 7:32 8:42 9:42 10:52 11:52 12:57 13:57 15:07 16:07 16:52 17:52 18:42
⑤ 7:33 8:43 9:43 10:53 11:53 12:58 13:58 15:08 16:08 16:53 17:53 18:43
④ 7:33 8:43 9:43 10:53 11:53 12:58 13:58 15:08 16:08 16:53 17:53 18:43
③ 7:34 8:44 9:44 10:54 11:54 12:59 13:59 15:09 16:09 16:54 17:54 18:44
② 7:34 8:44 9:44 10:54 11:54 12:59 13:59 15:09 16:09 16:54 17:54 18:44

着 7:35 8:45 9:45 10:55 11:55 13:00 14:00 15:10 16:10 16:55 17:55 18:45
発 8:45 13:00 15:10

⑮ 8:46 13:01 15:11西 町

清 瀬 交 差 点

奥 村

村役場前

青 灯 台 入 口

船 客 待 合 所

福 祉 セ ン タ ー

境 浦

①

り
降
り
自
由

所
以
外
で
も

　
浦
　
線

オ
レ

⑭ 8:47 13:02 15:12
⑬ 8:48 13:03 15:13
⑫ 8:49 13:04 15:14
⑩ 8:50 13:05 15:15
⑪ 8:51 13:06 15:16
⑩ 8:52 13:07 15:17
⑨ 8:53 13:08 15:18
⑧ 8:54 13:09 15:19
④ 8:55 13:10 15:20

診 療 所

二 見 台 新 都 住

清 瀬 交 差 点

三 日 月 山 入 口

清 瀬 西

清 瀬

清 瀬 西

宮 之 浜 入 口

小 中 学 校 裏
※
　
停
留
所
以
外
で
も
乗
り
降

レ
ン
ジ
ラ
イ
ン
（
大
村

⑤ 8:55 13:10 15:20
⑦ 8:56 13:11 15:21
⑥ 8:57 13:12 15:22
⑤ 8:58 13:13 15:23
④ 8:58 13:13 15:23
③ 8:59 13:14 15:24
② 8:59 13:14 15:24
① 9:00 13:15 15:25

注
※お問合せは…※　乗り降り自由区間でも、清瀬交差点や診療所付近等の危険な場所や、

清 瀬 交 差 点

奥 村

村 役 場 前
青 灯 台 入 口

船 客 待 合 所

福 祉 セ ン タ ー

福 祉 セ ン タ ー

奥 村 運 動 場

降
り
自
由

～
奥
村
循
環
線
）

注
意
事
項 ℡.０４９９８(２)３９８８ 

◆村営バス営業所 

※お問合 は※ 乗り降り自由区間でも、清瀬交差点や診療所付近等の危険な場所や、
トンネル内や曲がり角付近の駐停車禁止場所での乗り降りはできません。

※　サーフボードや自転車など、大きな物は持ち込めません。

※　小型のペットは持ち込み可能ですが、必ずケージ等に入れてください。
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行 事 予 定日付 曜日日付 曜日 行 事 予 定
保育士（非常勤職員）応募締切

大腸がん検診申込締切

出港日 乳幼児健診・歯科健診（父島）

東京都小笠原住宅（母島）あき家入居応募締切
18 金

行 事 予 定日付 曜日日付 曜日 行　事　予 定

1 火

2 水
東京都小笠原住宅（母島）あき家入居応募締切

定期予防接種 ビーチクリーン（大村海岸）

男の料理教室申込締切

防災訓練 入港日

父島動物巡回診療（～20）
19 土

3

4 金

木

父島動物巡回診療（～20）

高校図書館開放

入港日

高校図書館開放 動物愛護週間（～26）

19 土

20 日
土5

4 金

グリーンアノール防除事業・講演会（母島）

原付免許学科試験 秋の全国交通安全運動（～30）

島嶼ふれあいソフトバレーボール交流大会（父島）

グリーンアノール防除事業・講演会（父島） 出港日

21 月

22 火

日6
敬老の日

国民の休日グリ ンアノ ル防除事業 講演会（父島） 出港日

母島森林生態系保護地域入林受付

出港日

硫黄島３島クルーズ申込締切 定額給付金申請期限

水

木

月
22 火

火8

23

7
秋分の日

診療所午後外来実施

ヘルスアップ教室（父島）

村民意見・提案・相談受付 入港日

子育てセミナー申込締切

24 木

25 金

水9

電話による無料法律相談

講演会「がんを知ろう！」 産科・婦人科専門診療（母島）

子育てセミナー（母島）

入港日 森林生態系保護地域保全管理委員会

10 木

11 金

25 金

入港日 森林生態系保護地域保全管理委員会

硫黄島３島クルーズ（～13） 利用専門部会、住民報告会(父島)

高校図書館開放 弟島ノヤギ駆除（～10/4）

海であそび隊！

高校図書館開放

26 土
12 土

高校図書館開放

森林生態系保護地域保全管理委員会 住民報告会(母島)

野ネコ対策事業（～20） 子育てセミナー（父島）

精神保健福祉講演会の開催（父島） 男の料理教室

13 日

14 月
27 日

出港日 出港日

乳幼児健診・歯科健診（母島） 産科・婦人科専門診療（父島 29,10/1,2）

村議会第３回定例会（～16） 母島巡回労働相談

危険物取扱者・消防設備士試験応募締切

15 火 28 月

危険物取扱者・消防設備士試験応募締切

父島動物巡回診療申込締切 ヘルスアップ教室（母島）

村議会第３回定例会

小・中・高連合運動会一般参加種目申込締切 小笠原村職員（任期付保育士）応募締切
17

火

水30木

2916 水

小 中 高連合運動会 般参加種目申込締切 小笠原村職員（任期付保育士）応募締切
17 水30木




